
1 アジア都市間競争の時代

工業化が世界中に浸透したことにともない，20世紀

は「経済中心の時代」や「モノの時代」をその特徴とし

てきた。それにたいして21世紀は「文化の時代」と言

われている。文明の衝突論やソフトパワー論が論じられ

て以降，文化がとりわけ大きな力を持つものとしてとし

て前景化し，国家・地域および都市間の競争も「文化力」

をめぐる争いとしてとらえられるようになった。「文化

力」は，文化に由来する魅力が持つ力として見る点では

ソフトパワーと同義と考えるものであり，文化庁では，

「文化の持つ，人々に元気を与え地域社会を活性化させ

て，魅力ある社会づくりを推進する力」と定義している。

文化とは社会的に共有された意味や価値観，あるいはそ

れらの実践を通して具体化されるものを指すが，とくに

音楽や芸術，そして本稿で取り上げる食などが「文化力」

の要素として期待される。

新世紀におけるアジアの可能性は，まさにこの「文化

の時代」にあるという〔青木2003〕。いまやアジアの主

要な都市は経済発展を背景にしながら，「文化力」をい

かに高めるかをめぐって，「互いにいかに世界からアジ

アから資本を呼び，企業を誘致し，ビジネスに国際会議

に人を集め観光客を招くか」〔青木 2011:90〕の文化大

競合の時代に突入している。このような時代における都

市の条件として，政治の安定と経済発展以外，豊かな

「文化資源」が挙げられている〔青木2011:91〕。

「文化資源」を活かして都市の「文化力」を競い合う

ひとつの場が観光である。観光は，21世紀最大の産業

とされ，世界中から大量の観光客の移動や，それにとも

なう文化・経済・情報の大規模な交流も同時にもたらす

ものであるため，今後の都市間競争は，観光をめぐる部

分が大きくなるに違いない。橋爪〔2002〕が示したよう

に，都市は住民のみならず，広い意味の観光客である

ビジターによって支える集客都市であることを目指し，

その都市戦略として都市の新たな集客の魅力を創り出

すことこそが，これからの都市に求められるものであろ
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う。

大阪も都市再生に向けて，国際集客都市づくりを推進

してきたなかで，早くから都市の「文化力」に着目し，

「文化集客」を目標として掲げてきた1）。今後，大阪が

国際都市の競争に勝ちぬき，アジアを代表する都市であ

り続けるためには，絶え間ない文化の創造と刷新が求め

られる。本稿は，観光の中でもとくに近年注目を集めて

いるフードツーリズムに焦点をあてながら，それを活用

した大阪の文化創造において，新たな方向性や可能性を

検討することを目的とする。

現在，「食」は観光客の誘致において，「強力で最大の

『観光資源』になっていることだけは間違いない現象」

〔多方2013:129〕と断言されるほど重要である。フード

ツーリズムは，文字通り「食」を基軸にした観光であり，

2000年前後から，観光まちづくり，インバウンド観光

の促進，集客戦略などの視点から世界的に注目されてい

る。「食」は，ほとんどあらゆる観光活動に欠かせない

要素であるが，それが主要な動機や目的となっていない

場合は，フードツーリズムとは言えない。尾家によると，

フードツーリズムとは，「食を観光動機とする観光行動

であり，食文化を観光アトラクションとする観光事業で

ある」〔尾家2010:24）。この定義は二つの事柄について

言及している。つまりゲスト側の「食を観光動機とする

観光行動」，およびホスト側の「食文化を観光アトラク

ションとする観光事業」である。ホスト側の視点から言

えば，食文化を観光資源化する観光事業と言い換えるこ

とができる。

したがって，大阪が国際集客戦略を構想するにあたっ

ては，食文化をいかに有力な観光資源にするかというこ

とが重要である。

2 文化の観光資源化

大阪における食文化の観光資源化の現状を確認する前

に，文化を対象とした一般的な観光資源化の手法につい

てまとめておくことにする。

それには大きくふたつの方策がある。ひとつは既存の

文化，とくにその土地固有の文化と前提されるものを観

光資源化する方策である。いうまでもないが，その場合，

活用される歴史的，文化的な遺産が豊富に存在しなけれ

ばならない。たとえば，現在ユネスコ創造都市ネットワー

ク（食分野）の登録を目指している新潟市（鶴岡市）で

は，そのプロモーション映像 2）からわかるように，米

を中心とした食文化の創造において，歴史ある米生産地

としての誇りを全面的に打ち出している。

もうひとつは，観光資源化の対象たる文化を新たに創

造したうえで，用いるものである。たとえば，シンガポー

ルの総合リゾート「マリーナ・ベイ・サンズ」がその代

表例である。3棟の高層ホテルとそれをまたぐような屋

上のプールでいまやシンガポールのランドマーク的存在

となっており，ショッピングセンターやカジノも併設さ

れている。日本の人気グループであるSMAPが出演す

るソフトバンクのコマーシャルの舞台にもなった。こう

いったものも含めて，シンガポールは都市全体がつねに

新しい観光資源を作り出している。また，香港における

世界最大の光と音のショー「シンフォニー・オブ・ライ

ツ」も典型例であろう。香港はもともと夜景が有名だっ

た。さらに毎年12月からクリスマスにかけて，ビクト

リア・ハーバー両岸に立ち並ぶ高層ビルにクリスマスの

イルミネーションを施すことが広まった。そして現在の

毎晩8時からの「シンフォニー・オブ・ライツ」へと，

ビクトリア・ハーバー全域を観光資源化している。香港

には広東料理という超強力なソフトがあるにもかかわら

ず，さらに新しい観光資源を付け足している。

現実にはこれらふたつの方策ははっきりと分けられる

ものではなく，互いに交差していることが多い。これら

の事例からわかるように，観光先進都市にあっては，文

化の観光資源化が常に行われている。

3 大阪におけるフードツーリズム

1）現状

近年，大阪でも食文化を観光資源としたフードツーリ

ズムが話題に出るようになった。観察される主なものは

3種類ある。ひとつは，「ワインツーリズム」である。

日本のワインツーリズムはワイナリーが多くある山梨県

を中心に展開しているが，大阪では，都心に近い都市型

ワイナリーを活かして，2010年からワインツーリズム

をスタートさせた。大阪はおよそ100年前にはブドウ栽

培量日本一という歴史があり3），現在では羽曳野市，松

原市にいくつかのワインの会社が集まっている。ほとん

どのワイナリーがブドウ畑とワイナリーの見学やワイン

造りの体験，ワインセミナーなどを盛り込んだ「ワイナ

リー見学会」を月 1回程度でおこなっているほか，

OSAKA旅メガネでも期間限定でいくつかのワイナリー

を巡る体験型のツアーを実施している。2013年3月に

は大阪市内の中之島で都市型ワイナリーとワイン食堂が

オープンし，食堂利用者の醸造所見学が実施されており，

新たな都市型ワインツーリズが展開する可能性もある。

二つ目は，割烹発祥の地という歴史や大阪産の食材を

活かした観光である。たとえば，「割烹体験―ジャパン

レストランウィーク」，淀川ウナギ漁法体験など大阪で

生産する食材を「大阪産（もん）」としてブランディン

グし観光にも結び付けているものである。これらの活動
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はまだ実験的に行なわれている段階のようだが，大阪の

産官学一体で組織した「食の都・大阪」推進会議の事業

の一環として行われている。これまでの大阪の食といえ

ば，たこ焼きやお好み焼きといったいわゆる「コナモン」

のイメージが強かったが，そのイメージを刷新し，国

内外に向けて大阪のブランド力を高めるための事業であ

る4）。

三つ目は，フードイベントである。2013年に限って

みると，「デリス レストランウィーク2013@食の都・

大阪」や「大阪ワイナリー協会 第一回ワイン会」など，

ほぼ毎月のようにイベントが開かれている。その中で一

番集客力があるのが「食博覧会・大阪」である。同種の

博覧会としては日本一の規模を誇り，1985年から4年

に1回，4月末から5月初めにかけて大阪南港のインテッ

クス大阪で開催されている。主催は大阪外食産業協会で，

協力と後援に国家および地方の関連部門が入っており，

官民一体となった「オール大阪」体制であることが謳わ

れている。2013年には第8回目が実施され，ゴールデ

ンウィークを挟んだ11日間の期間中に，65万人余り 5）

が来場している。筆者は実地調査を行ったが，会場内に

入ると料理の横並び展示会のような印象を受けざるを得

なかった。実際それまでの博覧会にかんしても，来場者

数はともかく人気の中心が既によく知られている大阪の

コナモンが集まる「なにわくいだおれ」のコーナーで，

主催者自身が大阪全体の食文化をブランドとして世界的

に発信するに至っていないと評価している6）。

2）評価と課題

これら3種類の食文化の活かし方は，イベントを除外

すれば，いずれも前述の文化の観光資源化のひとつ目の

方策，つまり大阪固有の食文化にもっぱら固執している

状態であることが指摘できる。「食博覧会・大阪」は集

客を図っているように見えるものの，4年に1度である

ため恒常的な観光資源になっていないし，大阪の「文化

力」を高めるような食文化のブランド発信にもなってい

ない。大阪におけるフードツーリズムは，産官学が協力

しオール大阪の体制で推進されているため，今後の発展

が大きく期待される。そのためにも，都市競争が激しく

進んでいる中で，現在観光資源化が試みられている食文

化が，世界やアジアから観光客を誘致できる「文化資源」

になりうるものであるかどうかを，いま一度問うてみる

べきではないかと思われる。

本稿の趣旨は現状の批判にあるのではなく，アジアに

も多く存在する観光都市にたいして，大阪が世界の観光

客を魅了するような食文化資源を創造し続ける方法を検

討することにある。大阪は長らく「天下の台所」，「食い

道楽」等を自負してきた。そのことが逆に，食文化資源

の開発という時代の流れに取り残されるような結果を招

いたのではないだろうか。今日世界規模で集客できるよ

うな食の文化資源が，はたして大阪に存在するのかにつ

いて真摯に見つめ直す必要があるだろう。

ここで中国人の大阪観光の例を取り上げてみたい。大

阪は関西空港というゲイトウェイとしての優位性がある

ため，中国の上海など南部都市の観光客からは日本入国

の都市として選ばれやすい。しかし大阪に到着すると，

主な目的地である難波道頓堀商店街や家電量販店を訪れ

たあと，京都へ向かい，その後東京方面に行くというの

が定番である。食に関しては，日本観光全体において日

本食が一つのポイントとなってはいるものの，圧倒的に

売り出されているのは大阪近隣の神戸ビーフや京都の懐

石料理である。大阪の食文化として紹介されるのは，

「食い倒れ」の道頓堀における庶民的なものがほとんど

である。

つまり，大阪の食文化は主な観光アトラクションには

なっていないといえる。ひとつの調査結果がそれを裏付

けている。日本政府観光庁が実施した『JNTO訪日外

客訪問地調査2010』によると，「観光客が訪日前に期待

したこと」の1位が「食事」（62.5％）であったのに対

して，同年大阪市による『観光振興にかかる基礎調査』

では，外国人観光客の「大阪市訪問の理由」において

「食べもの」は3位で，わずか23.2％しかなかった。

大阪は年間260万人（2013年）の外国人が観光目的

地として選んでいる。これまで世界の人々を大阪に引き

付けてきた観光資源には，どのようなものがあるのか。

1970年に大阪で開催した万国博覧会は，6400万人もの

国内外の来場者を迎えたビッグイベントであった。近年

では，たとえば，2001年から開業したユニバーサル・

スタジオ・ジャパン（USJ）は年間1000万人前後の観

光客を集めており，2014年7月にオープンしたハリー・

ポッターのテーマパークにより，さらなる集客効果が見

込まれている。また，ここ数年急速に人気が出てきた場

所に，梅田スカイビル空中庭園がある。イギリスに本拠

を置く世界的に有名な旅行ガイド出版社であるドーリン

グキンダースリー社からパルテノン神殿（アテネ），コ

ロッセオ（ローマ）などと並んで，「世界のトップ20建

築物」に選定されたことで一気に知名度が上がり，現在

大阪に来る外国人観光客の中の10％近くの25万人が訪

れているという7）。また今年度外国人が口コミで選ぶ日

本の人気スポット30に，大阪から選ばれたのは，海遊

館，ビデオゲームバー・スペースステーション，心斎橋

の三つだった8）。

これらの外国人観光客をひきつけている大阪の観光資

源は，いわゆる土地固有の伝統文化とは全く関係なく，

ほとんど新たに作り出されたものである。現在，「食」

が観光において大きなウェイトを占めており，今後「フー

ドツーリズムをより展開させる国や地域に観光客はやっ

フードツーリズムと新・大阪文化創造（王）
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てくることは疑いもない」〔鈴木2009:52〕とされてい

るが，これら新しく創造された観光資源の人気を考える

と，今後の大阪のフードツーリズムにおいても従来とは

異なる「大阪の食の形」の追及が必要であろう。

4 新たな食文化の創造

大阪における食文化の観光資源化の具体案の議論に入

る前に，そもそも日本のフードツーリズム研究において

は，「食文化」を地域の固有の「伝統」的な食材や調理

法などに限定して論じていることを指摘しなければなら

ない。たとえば，安田がフードツーリズムにおける「食」

および「食文化」を，「地域の食」として論じている。

それは，「地域住民が誇りに感じ食している，その土地

固有の食材，加工品，料理，飲料，およびその食に関わ

る空間，イベント，食文化」〔安田2013:27〕と定義さ

れているが，その土地固有のものに固執しているようで

ある9）。尾家〔2012〕はフードツーリズムにおける食や

食文化を「場所の味覚」として捉え，フードツーリズム

構造の中心に生産物とその土地を置いている。

これはフードツーリズムにおいて，B級ご当地グルメ

や農村レストランのような地域の食資源を生かすことが，

地域再生をはかる上で有効な方法として用いられてきた

ことと無関係ではない。しかし，生産地よりも消費地で

ある大都市の大阪におけるフードツーリズムは，食文化

を新たに創造する，つまり文化の観光資源化の二つ目の

方策を取るべきであろう。

1）観光資源として新たな食文化を創り出す

「伝統の創造」論〔ホブズボウム・レンジャー 1992

［1983］〕として取り上げられている例であるが，たとえ

ばスコットランドの有名なキルトスカートは，実は18

世紀にイングランド人の工場経営者に原型が創り出され

たということである。伝統や文化といったものが実際に

は，その時々の歴史的文脈の中で新しく創られたもので

あることはすでに多くの研究が論じている。観光も新し

い文化の創造の場である。観光の対象とされる「地域文

化」とは，所与のものではなく「地域の人々が発見・創

造し，育て上げたもの」と構築論的に捉えるのが一般的

となった〔橋本2011:155〕。

大阪で食文化を新しく創造するさいには，必ずしも従

来大阪の歴史上における伝統文化である必要はない。現

代における消費の潮流として「経験」が重要であること

が指摘されているが〔パイン・ギルモア1999［2005］〕，

まさに観光客が自ら演出に加わる，大都市ならではの非

日常的な食文化の舞台をデザインできたら，世界的な集

客力を持つ大きな資源となるだろう。

2）「水都大阪」との一体化

都市型観光は，都市の空間や景観自体が観光対象であ

るため，新しく創造する食文化は，大阪が打ち出してい

る国際集客都市のイメージづくりと合致する必要がある。

2001年からの大阪都市再生を目指して，激化する都市

間競争に勝ち抜き，「都市格の向上」や「お笑いやたこ

やきなどの既存イメージを刷新する新しい『大阪のブラ

ンド』」10）づくりのために構想されたのが，「水都大阪」

プロジェクトである。「水都大阪」プロジェクトでは，

「水と光の都市」というキャッチフレーズのもとで，と

くに中之島や湾岸エリアを中心に，水辺の魅力づくり

としてアート，遊歩道，ライティング，また御堂筋など

のイルミネーションが演出されている。いわば大阪の一

区画を非日常空間として再構成し，洗練，高揚，未来と

いった都市イメージを喚起しようとするものであるとい

える。

したがって，それに見合う食文化，たとえば食材や調

理や食事空間やさらにはファッション性までを含めての

食を創出できれば，「水都大阪」の都市空間と相まって，

大阪の集客力の向上につながるのではと考える。そのと

きに提供される食とは，当然，必ずしも伝統的な食では

なく，「水都大阪」という先進都市のイメージにあった

食，つまり文化の交流や流用，混合などによって生まれ

る新しい食の形である。具体的には，伝統的な中華料理

にたいするヌーベルシノワ，和食にたいするモダン和食，

中国茶や抹茶をメインにしたカフェなど，様々な食や食

文化の融合によって創られるものである。

5 食文化のネットワーク拠点

大阪が取るべきふたつ目の食文化戦略として，先に挙

げた食の交流，流用，混合を成り立たせるための恒常的

な仕掛け作りをあげたい。たとえば，ユネスコ創造都市

ネットワークの食分野に登録された，ポパヤン（コロンビ

ア），成都（中国），エステルセンド（スウェデン），光

州（韓国）など，世界には数多くの「食の都」と称され

る都市がある。大阪がその中心となって「食の都」のネッ

トワーク化をはかることなどが挙げられる。芸術や音楽

の交流プログラムは文化庁などで既にいろいろとあるよ

うだが，食や食文化を生み出す人々の交流を促すプログ

ラムを大阪が拠点となっておこなってはどうだろうか。

一過性のイベントに終わらせない交流プログラムが実

現できれば，おのずと大阪で食文化の混淆と更新がなさ

れ，最先端の食や食文化が集積されていくことになるだ

ろう。

かつて大阪は全国の物流ネットワークの拠点であるこ

とによって「天下の台所」「食い道楽」の都と称された。
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そのネットワークを今度は世界に拡げることができれば，

21世紀の「食い道楽」都市として，大きなソフトパワー

を手にすることができるはずである。

注
1.例えば，2002年に大阪市は，『文化集客アクションプラン―来

て，見て，楽しいまちづくりをめざして―』を策定していた。

2.新潟市の作成「【新潟シティチャンネル】水と土と人が生んだ

食の都市 新潟市」

http://www.youtube.com/watch?v=tpcl92y15Uk&feature=

youtu.be 最終閲覧日2014年9月4日

3.「大阪ワイナリー協会」ホームページを参照。

http://www.osaka-winery.com/設立の趣旨/ 最終閲覧日2014

年9月5日

4.「『食の都』・大阪推進会議」ホームページを参照。

http://www.osaka.cci.or.jp/syoku_osaka/promotion/activitie.

html 最終閲覧日2014年9月4日

5.「食博覧会・大阪」ホームページによる。

http://www.shokuhaku.gr.jp/shop/files/history.html最終閲

覧日2014年9月4日

6.主催側の大阪外食産業協会の山川〔2012:199〕がそのように指

摘し，今後の課題として，「博覧会・大阪」という場を通して，

大阪が世界的に「食の都」として認知され，大阪のフードツーリ

ズムに寄与する期待を訴えた。

7.『日本経済新聞 大阪夕刊』2014年3月35日付]

http://www.nikkei.com/article/DGXNASIH2000A_

Q4A320C1AA1P00/ 最終閲覧日2014年9月4日

8.日本法人トリップアドバイザー株式会社が2013年4月から2014

年3月までに投稿した外国語の口コミ評価より発表したもので，

大阪の順番が26，27，30だった。

http://www.tripadvisor.jp/pages/InboundAttraction_を参照。

最終閲覧日2014年9月4日

9.安田〔2013:12〕は，2007年に「地域の食」を食材から調理法，

料理人，食べ方，食事場所までの五つの要素がすべてその土地固

有のものと捉えていたが，2013年にはポイントを「その土地らし

い食，地域の人々がその食に対して誇りに感じ，かつ今日も実際

に食べていること」に挙げた。

10.「水都再生のスタート」水都大阪ホームページを参照。最終閲

覧日2014年9月4日

http://www.osaka-info.jp/suito/jp/history/history06.html
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FoodTourismandtheCulturalRecreationofOsaka

JingWANG

Onthebackofremarkabledevelopmentintheregion,wehavereachedaperiodintheearly21stCen-

turyinwhichmanycitiesinAsiaarecompetingforculturalpower.Inordertocontinuetostandoutin

Asia,Osakaneedspersistentculturalcreativityandinnovation.Tourismisonemajorbattlefieldinthe

struggleforculturalpower.Thispaperwilllookintofoodtourism,anareathathashitthespotlightin

recentyears,andconsidernewapproachestohowOsakacanemployfoodandcuisineinitscultural

recreation.

Previousattemptstoutilizefoodintourismrevitalizationeffortshavebeenlimitedtohowtraditional

cuisinecanbecomeatouristresourceandbe・recreated・inordertoanswertheneedsoftoday・scon-

sumers.ThiscanbeseeninrecentstrategiesinOsaka,suchaswinetourism,experiencingkappocuisine

andYodogawarivereel.Buttheseapproacheshavenotnecessarilybeeninternationallysuccessful,neces-
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sitatingafreshapproachtofoodtourisminOsaka.InthispaperIconsidertwopossibilitiesforOsaka・s

newfoodtourism.Thefirstisintegrationwiththerecentlydeveloped・AquaMetropolisOsaka・project.

Thesecond,whichcanalsosupportthefirst,isestablishingOsakaasalocationwherevisitorscan

experiencetheultimateincontemporaryfusioncuisine,bydrawingontheconstantfusing,mixing,and

recreationofcuisinesthatisconstantlyoccurringaroundtheworld.Thiswouldalsobeaspaceremoved

from everydaylifeandsurroundedbythelatestinworldfashion.Throughthis,Osakawouldtruly

becomerecognizedinternationallyastheKuidorakunoMiyako,thecapitalofgourmetcities.

Keywords：Culturalpower,Osaka,Foodtourism,Touristresource,Culturalrecreation




